
六
番
董
界極
誓
願
寺
阿
弥
陀
如
来

安
養
寺
阿
弥
陀
如
来

新
京
極

五
番

さ
か
れ
ん
げ

榔阿弥陀如来

日ひ 五
条

限; 坂

木そ安

食ど祥 :

〓
よ
　
　
　
み
づ
　
　
　
で
ら

三
播

東

山

阿ぁ清
れ
ば
崎
阿

弥

陀

如

来

寺じ堂
阿
弥
陀
如
来

番
東

山

禅だ永i

一
番
東
山
真
如
堂
阿
弥
陀
如
来

ら

く

　

よ

う

　

ろ

く

　

あ

洛
陽
六
阿
弥
陀
巡
拝

河
原
町
三
条

南
西

一
五
〇
米

四
条
河
原
町

北
西

二
〇
〇
米

五
条
坂
東

ヘ

一
〇
〇
米

清
水
道
又
は

五
条
坂
東

ヘ

四
〇
〇
米

永
観
堂
前
東

へ
二
〇
〇
米

又
は
東

天
王

町
南

ヘ

三
〇
〇
米

錦
林
車
庫
前

又
は

真
如
堂
前
西

へ

一
〇
〇
米

下
車
バ
ス
停

こ
の
六
阿
弥
陀
巡
拝
の
由
来
は
、

本
食
正
禅
上
人

（
一
六
八
七
―

一

七
六
三
、
第
四
番
安
祥
院
の
開
基

に
し
て
同
寺
に
墓
塔
あ
り
）
が
阿

弥
陀
仏
の
霊
感
を
う
け
発
願
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
の
功
徳
日
ま
い
り

を
三
年
ニ
ツ
月
お
こ
た
ら
ず
行
ず

れ
ば
、
こ
の
身
は
無
病
息
災
、
家

運
隆
昌
、
諸
願
成
就
（学
業
成
就

・

交
通
安
全
）、
そ
の
功
徳
を
う
く
る

こ
と
ま
こ
と
に
高
く
大
な
り
と
お

し
え
ら
れ
、
ま
た
有
縁
無
縁
の
精

霊
の
追
善
回
向
を
行
ず
れ
ば
、
わ

が
身
の
往
生
安
楽
が
か
な
え
ら
れ

る
こ
と
必
定
と
説
か
れ
て
い
る
。

六
阿
弥
陀
功
徳
に
つ
い
て

正
月
十
五
日

二
月

八

日

二
月
十
四
日

四
月
十
五
日

五
月
十
八
日

六
月
十
九
日

七
月
十
四
日

八
月
十
五
日

九
月
十
八
日

十
月

八

日

十

一
月
廿
四
日

十
二
月
廿
四
日

春

秋

彼

岸

仏
を
六
万
体
つ
く
る
に
む
か
う

五
重
の
塔
を

一
万
た
つ
る
に
む
か
う

七
堂
が
ら
ん
を
た
つ
る
に
む
か
う

九
万
六
千
人
の
僧
に
施
し
す
る
に
む
か
う

父
母
を
千
度
供
養
す
る
に
む
か
う

風
呂
を

一
万
度
た
く
に
む
か
う

塔
姿
を
八
万
四
千
た
つ
る
に
む
か
う

万
燈
を
八
万
度
と
も
す
に
む
か
う

一
切
経
を
八
万
度
よ
む
に
む
か
う

三
千
人
の
僧
に
衣
服
を

一
万
度
施
に
む
か
う

施
行
を
六
万
度
す
る
に
む
か
う

法
華
経
を
三
万
部
書
写
す
る
に
む
か
う

こ
が
ね
の
仏
を
八
万
四
千
体
造
る
に
む
か
う

徳

一日
買

毎
年
か
わ
る
こ
と
な
し
）

型 雪岳

ぺ

卍軌 碓

げ

⑤⑤甲

河原町五条

O下車バス停

――市バス

(主要関係バス系統 )

⑤‐G閉―△―△―
0-― ― 一 ― ― ― ―

0-・ ― ・ ― ・ ― ・

① ―×一 X― ×一×

べ

貫
通
機
関
）

六

阿

弥

陀

巡

拝

会

功


